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研究成果の概要（和文）：本科研は、人間と動物の関係の中でも際立った局面である「動物殺し」に焦点をあて
て、狩猟民・牧畜民・農耕民などの様々な生業形態に生きる人々を取り上げて、地球上の各地で人類学的なフィ
ールドワークを行い、そのようにして得られたフィールドデータを先行諸文献に照らして民族誌として記述し、
動物殺しの民族誌の比較検討を行った。

研究成果の概要（英文）：This study group conducted study on "killing animals", a remarkable aspect 
of the relation between human and animals around the world, focusing on varied subsistence system 
such as hunting-and-gathering, herding and farming, by especially depending on comparative 
ethnographic method based on anthropological fieldwork.  

研究分野：文化人類学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
科研費・基盤研究 B（海外学術調査）『人間
と動物の関係をめぐる比較民族誌研究：コス
モロジーと感覚からの接近』（平成 20年度～
23年度、代表：奥野克巳）の成果と展望・課
題を引き継ぐかたちで、人間と動物の関係に
見られる際立った局面である「動物殺し」に
焦点を当てて、「動物殺しの比較民族誌研究」
という研究課題で研究を開始した。 
 
２．研究の目的 
(1)動物殺しとは、食用としたり、供犠したり
する際の家畜だけでなく、狩猟時に、野生動
物に対して行われるものであり、それには、
生存のために、または、商業目的のためのも
のがある。殺し方には、撲殺、銃殺、毒殺、
突き殺し、大量殺害などがあり、また、苦し
まない殺し方、いたぶり殺しなど、様々な殺
し方がある。 
(2)海外におけるメンバーの調査対象地にお
いてフィールドワークを行って、その具体的
状況、方法、背景、目的、頻度などを観察し、
記録することを出発点とし、データを先行文
献などに照らして作成した民族誌を持ち寄
って、比較民族誌的な研究を行うことを、本
研究の目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)本研究では、文化人類学、生態人類学、霊
長類学を専門とする研究メンバーが、海外に
おけるそれぞれの研究対象地において、動物
殺しに関して、参与観察と記録を繰り返しな
がら、実地でのデータを幅広く蒐集して、そ
れらを、とりわけ、①生物学的要因、②生業・
経済的要因、③表象的要因という三次元に拠
りながら、綿密な民族誌の中に記述・考察し
た。 
(2)個々のメンバーの民族誌記述・考察の途中
経過や研究成果を、①研究メンバーを中心と
して相互に比較・検討し、②公開シンポジウ
ム/セミナーや成果出版など機会を利用して、
関係諸領域の研究者・一般の方々からの評
価・コメントを受けながら、全体としては、
動物殺しをめぐって、総合的な比較民族誌研
究を進めた。 
 
４．研究成果 
本科研の主題との関わりでの成果出版とし
ては、①奥野克巳・山口未花子・近藤祉秋共
編『人と動物の人類学』（2012年、春風社）、
②シンジルト編『狩猟の民族誌：熊本南部に
おける生業・社会・文化』（2014年、熊本大
学文学部総合人間学科社会人間学コース狩
猟調査チーム）、③エドゥアルド・コーン著、
『森は考える：人間的なるものを超えた人類
学』奥野克巳・近藤宏共監訳、近藤祉秋・二
文字屋脩共訳（2016年、亜紀書房）、④シン
ジルト・奥野克巳共編著『動物殺しの民族誌』
（2016年、昭和堂）、⑤野田研一・奥野克巳
共編著『鳥と人間をめぐる思考：環境文学と

人類学の対話』（2016年、勉誠出版）が挙げ
られる。これらの成果は、人類学周辺で広く
引用されるものとなっており、またこれらの
研究を「マルチスピーシーズ（複数種）」と
いう枠組みのもとに、今後研究をさらに発展
させていく予定である。 
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